
会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　会長挨拶を申し上げます。
　先週私は福岡へ行ってまいりました。
博多で観光したり懇親会をしたりと楽し
い旅をしてきたのですが、博多は3回目に
して初めて下関まで渡りフグを食して
きました。その地の近くに壇ノ浦があり
まして、そこへ足を運んだわけです。
　今年のロータリー親睦旅行は源氏の

栄華を誇った鎌倉へ行き、その歴史に浸ったわけですが、
今度は平家の最後の地で、想いを巡らすこととなりました。
改めて、歴史の地を実体験するとテレビで見ているだけでは
感じられない雰囲気を感じることができるのだと思いま
した。これを機に平家物語も読み返してみたいと思います。
　また、実体験ということでは先週ある歌手のコンサートに
訪れる機会をいただきました。
　実はその歌手のことは認識不足であまり詳しく存じ上げ
なかったので、会場に着くまではちょっと寂しい会になるの
ではないかと思っていたのですが、会場に着くや否やそれが
全くの間違えであると思い知らされる行列ができていま
した。すごい人気歌手なのだと自分に恥じ入りました。

そして、最後まで楽しませていただける演出や、
歌唱力で、これも体験してみなければ知りえない
ことでした。
　様々な事柄に、実体験をする大切さを再認識する
数日間でした。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎米山ガバナー事務所より
 「地区大会ご出席の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月16日（木）19：30～
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　寒さが深くなってきましたが、まだ例年よりは
あたたかいのだそうです。元気で例会に参加いた
だきありがとうございます。
渡辺良一さん
　いよいよ、次年度の役員、理事候補者の発表に
なりました。皆様よろしくお願い致します。

　「地区大会報告」よろしくお願いします。
荻根澤隆雄さん
　この度の第2560地区の地区大会では親睦会に於いて
佐藤ひらりさんのコンサートに感動致しました。
良かったです！
斎藤弘文さん
　岩手県盛岡市に行き、盛岡レーメンを食べてきま
した。

渋谷政道さん
　先日はあられが降り、段々冬に近づいてきまし
たね。
　地区大会報告のみなさま、振り返り報告楽しみに
しています。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。地場産センターでの
交流会は圧巻でした。
小林吾郎さん
　先週葉山沖であま鯛を釣ってきました。うまかった！
杉山幸英さん
　地区大会参加させて頂きました。
中村友昭さん
　11月5日（日）地区大会お疲れ様でした。
佐藤ひらりさんの歌声に癒されました。
中林順一さん
　雨降りの日が多くなり園芸作業が出来なくて、
やきもきしています。
小越憲泰さん
　今日は久しぶりに小春日和になりました。
相場弘介さん
　今日もよろしくお願いします。
野水靖之さん、　 歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、
野崎喜一郎さん、 丸山行彦さん、　 松永一義さん、
高橋　司さん、　 関川　博さん、　 渡部　宏さん、
早川滝徳さん、　 高橋俊樹さん、　 石橋育於さん、
安達俊明さん、　 石黒良行さん、　 柳取崇之さん、
丸山鉄兵さん
　地区大会お疲れさまでした。
本日のご報告よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　11月15日分　￥    28,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  546,000
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「地区大会報告」
吉井直樹 会長

　地区大会第1日目を中心に報告
させていただきます。
　まず初めに大勢の皆様に参加
いただけたことをお礼申し上げ
ます。
　初日は毎回恒例の地区指導者
育成セミナーと称して開催され、

RI会長代理の東京銀座RCの福原様よりマッキナリー
RI会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」に込め
られた想いや活動、ロータリアンの奉仕活動の実態
についてお話を頂きました。
　次いで、地区の各委員長より活動報告があり、
前年度収支報告、監査、承認と進み、最近恒例の財団、
米山奨学の講演会を拝聴しました。
　夕方よりRI会長代理夫妻を囲んでの晩餐会が催
されました。
　この1日目は基本、会長幹事のみの出席ですので、
経験できるのは少ない機会ですので、貴重な体験
です。
　何より、5年前に三条で行われた地区大会の準備
をしていたことを思い出し、裏方の色々な事象を
走馬灯のように思い返していました。

落合孝夫 会員
　11月４日、５日と新潟県全域を
エリアとする国際ロータリー
2560地区、54クラブ、米山忠俊
ガバナー年間最大行事となる地区
大会が三条北クラブ主幹のもと、
来賓含め700名近くが参集し、
開催されました。

　三条クラブからは、33名及び滝沢市長が参加され
ました。
　三条市での地区大会の開催は過去に、三条クラブ
の藤田説量ガバナー、三条北クラブの中條耕二ガバ
ナー、三条南クラブの馬塲信彦ガバナー、そして
三条クラブの川瀬康裕ガバナーの4回開催されて
おり、2018年以来5年ぶりの開催となりました。
　歓迎の挨拶で金子太一郎実行委員長は、大会会場
が「燕三条工場の祭典」や「燕三条ものづくりメッセ」
の会場として盛り上がった事や河井継之助も通った
「八十里越」の開通が3年後に迫っている事、ブラ
タモリで燕三条地区が取り上げられた事を話されて、
参加者を歓迎されていました。

　米山ガバナーは挨拶の中で、国際ロータリーの
ゴードン・マッキナリー会長が「世界に希望を生み
出そう」をテーマとし、世界各地の紛争を非常に
心配しているとした上で、平和の実現には大きな
勇気が必要。日本にいると平和を考えるという機会
が少ないかもしれない。平和とは飢餓などの苦しみ
や貧困などを恐れることのない状態であり、思想や
選択の自由でもある。さらに安心できる未来であり、
安定した社会とも言える。抽象的には幸福感や心の
平穏とも言える。ロータリーは保健衛生や食糧支援
などの基本的ニーズにも応えており、友情を育むと
いう心のニーズにも応えられる。国際間の交流に
より、寛容な心を育むこともできる。「世界に希望を
生み出そう」というテーマは、私たちロータリアン
の重要な使命を意味する。希望を共有することは、
平和な世界への第一歩だと話され、2560地区の今年
度のテーマは「ロータリーの心で友情を深めよう」
であるとお話されました。
　地区大会の目的は何かと考えたときに、会長の
指針を聞き、1年間の方向性を確認する事と、県内
全域のロータリアンとの交流、親睦を深めることな
のだろうと考えておりましたが、正直、会長のご挨
拶を聞いても「そうか、今年はこういう事がテーマ
なんだ」と感じ取れることは少なく、抽象的な印象
を持ちました。会員同士の交流も県内他クラブ所属
のJC時代の知り合い数名の方と話は出来たものの、
挨拶程度で交流というほどではありませんでした。
　地区大会の本当の目的は、大会を運営する開催
クラブ内の士気向上、結束を高める事にあるのかな
と感じました。三条北クラブのメンバーの方々は、
相当な準備を重ね行き届かない面はあったにせよ、
いきいきとしておられました。我々も5年前は他から
こう見えていたんだろうと思いますが、クラブ内に
この一体感、連帯感をもたらす事こそが、地区大会
を主催するクラブの目的なのだろうと感じました。
　その後、RI会長代理の東京銀座クラブの福原様に
よる会長のメッセージの発表、大会委員会報告、
各種表彰で午前の部が終わりました。
　途中、来賓として当クラブ会員、滝沢市長もご挨拶
され、TBSテレビ番組「東大王」で、移住おすすめ
ランキング全国1,750市町村で第7位になった事や、
来春県央基幹病院が開院すること、三条市立大学の
入試倍率が前期4倍、後期30倍と全国から入学者が
きていることなど、三条市をPRされ、ロータリアン
所属企業をはじめ各企業の皆さんが地域を良くしたい
と取り組んでいる熱意は、私たち行政も日々感じて
いるところであり、行政もさらに頑張らなくてはな
らないと大会中で一番いい挨拶をされていました。

高橋俊樹 会員
　私は、本会議午後の部プログ
ラム順にて写真含めてご報告さ
せて頂きます。
　記念講演では、新潟住みます
芸人よしもと所属、関田将人さん、
ホンマチカコさんが講演をされ
ました。

　関田将人さんは滝沢市長と幼なじみで小、中学校
を共に過ごし現在は三条市ふるさとPR大使見習いを
昨年12月に任命してもらいましたが見習いです。
　続いて活動報告です。
　ロータリー財団奨学生、竹下琴乃さんは英国、
コルチェスター、エセックス大学で人権の理論と
実践コースの修士課程に1年間留学されて来られま
した。エセックス大学では人権分野における世界的
評価の高さや実践では、人権を法律、社会、政治、
哲学など学際的に学んでこられた事で、多文化社会
において個々の権利が貶められず保証される社会の
実現に貢献したいと強い思いで日々精進するとの
お話でした。
　米山奨学生余子慶さんは2016年新潟大学の修士
課程を卒業後、日本のプラスチックリサイクル機器
を中国に販売をしていました。中国で日本の機械、
機器を使用しても日本と異なりマテリアルリサイク
ルの達成出来ない事が分かり、2021年コロナの影響
もありましたが、日本のリサイクル会社がどのよう
に発展してきたのか、日中間の比較研究をしたく
新潟大学に再入学し博士課程に進学しています。
　青少年交換短期派遣学生の大竹萌琴さんは一カ月
間ドイツの古い町並みや歴史、伝統衣装など着せて
もらいましたが、一番の思い出はただ美味しい物を
一杯食べて肥えて帰ってきました。
　青少年交換長期受入学生Mina Sophie Steinstraesser
さんは敬和学園留学されております。ドイツから
来られておりドイツの紹介がメインでした。
　インターアクト地区代表松澤丈太朗さんは東京
学館新潟高等学校に在籍されております。
　コロナ下、活動制限がある中頑張って楽しんで
活動をしていると感じました。コロナの制限が緩和
された今後は、地区内で留まらず地区外のインター
アクト同士の交流や活動を取り入れられる環境が
あればと思います。
　ローターアクト地区代表星野洸太さんは長岡東
ローターアクトクラブ会員です。地区アクターが57
名と大分少なく驚倒しまた。活動内容も規模縮小や
存続すらしてない活動も多々あるのではないかと
受けました。

　ライラ研修生和田慎太郎さんです。和田君とは
数年アクト活動を行い東山年度の地区大会に、私と
活動報告を行いライラ研修報告は今回で2回目です。
一等宝くじを当たるくらい奇跡に近い強運の持ち
主でした。数十年経ってもあの時と変わらず話が
出来る友がいる事が幸せな時間でした。
　また、ローターアクト卒業生が数人おり懐かしい
時間を共有できた素敵な一日になりました。報告を
終わります。ありがとうございました。

嘉瀬一洋 会員
　地区大会に初めて参加させて頂きました。地場産
センターでの懇親会には約700名のロータリアンが
参加ということで、地場産センターがテーブルで埋
まるとは圧巻でした！あの会場で朝から夕方まで、
それもパイプ椅子でランチも懇親会も同一会場にて
一気通貫で行うというメンバーのパワフルさには
本当に驚きました。諸先輩のみなさま、本当にお疲
れ様でした。
　映像で紹介された国際ロータリー・マッキナリー
RI会長のパステルカラーの煌びやかなネクタイは、
参加された地区役員の方達も統一されていていて
気持ち良いものでした。更に会長代理で参加された
福原さんの蝶ネクタイも同じ柄であった事は感動す
らしました。こういうところでの一体感こそが粋な
計らいだと感心しました。
　午後の部では各種活動報告がありました。財団の
奨学生や交換派遣学生やアクト代表の発表、そして
ライラ研修の報告では当クラブの高橋俊樹さんと
共にアクトで活動していた和田さんの発表がありま
した。和田さんは当時、某企業の従業員として参加
していたアクトメンバーだったそうですが、高鳥修一
議員秘書を経て現在では細田議員の秘書となってい
るそうです。堂々とした発表には微笑ましさを感じ
ました。未来への成長を感じる若手社員は、アクト
に入会させるべきだなぁ～と思いました。
　最後に、地区大会の閉会後にまさかの2次会開催
には驚きました！朝から夕方までパイプ椅子で疲労
困憊な中でも20名弱のメンバーが、更なる友情を
深める為に本寺小路に参集するとは三条ロータリー
メンバーの猛者ぶりを目の当たりにしました。三条
ロータリー万歳です！

※当日は時間の都合で発表いただけませんでした。
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「ツワブキ」

ロータリーの心で
友情を深めよう
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18・19
2023.11.5・11.15
　　（No.3178・3179)

【合併号】

■出席者（11/5）：56名中56名
　（会場参加 33名、WEB参加 23名）
■出席者（11/15）：56名中35名
■先々週出席率：78.18％

【先週のメークアップ】
［11.2］三条東RCへ
・野崎喜一郎さん
［11.4］地区大会前日お手伝い（三条）へ
・相場弘介さん、　嘉瀬一洋さん、
・清水泰生さん、　渋谷政道さん、
・石橋育於さん、　高橋俊樹さん
［11.6］第3回地区研修委員会（長岡）へ
・関川　博さん、　石黒良行さん
［11.6］第3回地区研修小委員会（長岡）へ
・関川　博さん、　石黒良行さん
［11.10］中条胎内RCへ
・関川　博さん
［11.14］長岡RCへ
・関川　博さん
［11.14］三条北RCへ
・五十嵐晋三さん、石橋育於さん、
・中村和彦さん、　荻根澤隆雄さん、
・野崎喜一郎さん
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安達俊明さん、　 石黒良行さん、　 柳取崇之さん、
丸山鉄兵さん
　地区大会お疲れさまでした。
本日のご報告よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　11月15日分　￥    28,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  546,000

「地区大会報告」
吉井直樹 会長

　地区大会第1日目を中心に報告
させていただきます。
　まず初めに大勢の皆様に参加
いただけたことをお礼申し上げ
ます。
　初日は毎回恒例の地区指導者
育成セミナーと称して開催され、

RI会長代理の東京銀座RCの福原様よりマッキナリー
RI会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」に込め
られた想いや活動、ロータリアンの奉仕活動の実態
についてお話を頂きました。
　次いで、地区の各委員長より活動報告があり、
前年度収支報告、監査、承認と進み、最近恒例の財団、
米山奨学の講演会を拝聴しました。
　夕方よりRI会長代理夫妻を囲んでの晩餐会が催
されました。
　この1日目は基本、会長幹事のみの出席ですので、
経験できるのは少ない機会ですので、貴重な体験
です。
　何より、5年前に三条で行われた地区大会の準備
をしていたことを思い出し、裏方の色々な事象を
走馬灯のように思い返していました。

落合孝夫 会員
　11月４日、５日と新潟県全域を
エリアとする国際ロータリー
2560地区、54クラブ、米山忠俊
ガバナー年間最大行事となる地区
大会が三条北クラブ主幹のもと、
来賓含め700名近くが参集し、
開催されました。

　三条クラブからは、33名及び滝沢市長が参加され
ました。
　三条市での地区大会の開催は過去に、三条クラブ
の藤田説量ガバナー、三条北クラブの中條耕二ガバ
ナー、三条南クラブの馬塲信彦ガバナー、そして
三条クラブの川瀬康裕ガバナーの4回開催されて
おり、2018年以来5年ぶりの開催となりました。
　歓迎の挨拶で金子太一郎実行委員長は、大会会場
が「燕三条工場の祭典」や「燕三条ものづくりメッセ」
の会場として盛り上がった事や河井継之助も通った
「八十里越」の開通が3年後に迫っている事、ブラ
タモリで燕三条地区が取り上げられた事を話されて、
参加者を歓迎されていました。

　米山ガバナーは挨拶の中で、国際ロータリーの
ゴードン・マッキナリー会長が「世界に希望を生み
出そう」をテーマとし、世界各地の紛争を非常に
心配しているとした上で、平和の実現には大きな
勇気が必要。日本にいると平和を考えるという機会
が少ないかもしれない。平和とは飢餓などの苦しみ
や貧困などを恐れることのない状態であり、思想や
選択の自由でもある。さらに安心できる未来であり、
安定した社会とも言える。抽象的には幸福感や心の
平穏とも言える。ロータリーは保健衛生や食糧支援
などの基本的ニーズにも応えており、友情を育むと
いう心のニーズにも応えられる。国際間の交流に
より、寛容な心を育むこともできる。「世界に希望を
生み出そう」というテーマは、私たちロータリアン
の重要な使命を意味する。希望を共有することは、
平和な世界への第一歩だと話され、2560地区の今年
度のテーマは「ロータリーの心で友情を深めよう」
であるとお話されました。
　地区大会の目的は何かと考えたときに、会長の
指針を聞き、1年間の方向性を確認する事と、県内
全域のロータリアンとの交流、親睦を深めることな
のだろうと考えておりましたが、正直、会長のご挨
拶を聞いても「そうか、今年はこういう事がテーマ
なんだ」と感じ取れることは少なく、抽象的な印象
を持ちました。会員同士の交流も県内他クラブ所属
のJC時代の知り合い数名の方と話は出来たものの、
挨拶程度で交流というほどではありませんでした。
　地区大会の本当の目的は、大会を運営する開催
クラブ内の士気向上、結束を高める事にあるのかな
と感じました。三条北クラブのメンバーの方々は、
相当な準備を重ね行き届かない面はあったにせよ、
いきいきとしておられました。我々も5年前は他から
こう見えていたんだろうと思いますが、クラブ内に
この一体感、連帯感をもたらす事こそが、地区大会
を主催するクラブの目的なのだろうと感じました。
　その後、RI会長代理の東京銀座クラブの福原様に
よる会長のメッセージの発表、大会委員会報告、
各種表彰で午前の部が終わりました。
　途中、来賓として当クラブ会員、滝沢市長もご挨拶
され、TBSテレビ番組「東大王」で、移住おすすめ
ランキング全国1,750市町村で第7位になった事や、
来春県央基幹病院が開院すること、三条市立大学の
入試倍率が前期4倍、後期30倍と全国から入学者が
きていることなど、三条市をPRされ、ロータリアン
所属企業をはじめ各企業の皆さんが地域を良くしたい
と取り組んでいる熱意は、私たち行政も日々感じて
いるところであり、行政もさらに頑張らなくてはな
らないと大会中で一番いい挨拶をされていました。

高橋俊樹 会員
　私は、本会議午後の部プログ
ラム順にて写真含めてご報告さ
せて頂きます。
　記念講演では、新潟住みます
芸人よしもと所属、関田将人さん、
ホンマチカコさんが講演をされ
ました。

　関田将人さんは滝沢市長と幼なじみで小、中学校
を共に過ごし現在は三条市ふるさとPR大使見習いを
昨年12月に任命してもらいましたが見習いです。
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機器を使用しても日本と異なりマテリアルリサイク
ルの達成出来ない事が分かり、2021年コロナの影響
もありましたが、日本のリサイクル会社がどのよう
に発展してきたのか、日中間の比較研究をしたく
新潟大学に再入学し博士課程に進学しています。
　青少年交換短期派遣学生の大竹萌琴さんは一カ月
間ドイツの古い町並みや歴史、伝統衣装など着せて
もらいましたが、一番の思い出はただ美味しい物を
一杯食べて肥えて帰ってきました。
　青少年交換長期受入学生Mina Sophie Steinstraesser
さんは敬和学園留学されております。ドイツから
来られておりドイツの紹介がメインでした。
　インターアクト地区代表松澤丈太朗さんは東京
学館新潟高等学校に在籍されております。
　コロナ下、活動制限がある中頑張って楽しんで
活動をしていると感じました。コロナの制限が緩和
された今後は、地区内で留まらず地区外のインター
アクト同士の交流や活動を取り入れられる環境が
あればと思います。
　ローターアクト地区代表星野洸太さんは長岡東
ローターアクトクラブ会員です。地区アクターが57
名と大分少なく驚倒しまた。活動内容も規模縮小や
存続すらしてない活動も多々あるのではないかと
受けました。

　ライラ研修生和田慎太郎さんです。和田君とは
数年アクト活動を行い東山年度の地区大会に、私と
活動報告を行いライラ研修報告は今回で2回目です。
一等宝くじを当たるくらい奇跡に近い強運の持ち
主でした。数十年経ってもあの時と変わらず話が
出来る友がいる事が幸せな時間でした。
　また、ローターアクト卒業生が数人おり懐かしい
時間を共有できた素敵な一日になりました。報告を
終わります。ありがとうございました。

嘉瀬一洋 会員
　地区大会に初めて参加させて頂きました。地場産
センターでの懇親会には約700名のロータリアンが
参加ということで、地場産センターがテーブルで埋
まるとは圧巻でした！あの会場で朝から夕方まで、
それもパイプ椅子でランチも懇親会も同一会場にて
一気通貫で行うというメンバーのパワフルさには
本当に驚きました。諸先輩のみなさま、本当にお疲
れ様でした。
　映像で紹介された国際ロータリー・マッキナリー
RI会長のパステルカラーの煌びやかなネクタイは、
参加された地区役員の方達も統一されていていて
気持ち良いものでした。更に会長代理で参加された
福原さんの蝶ネクタイも同じ柄であった事は感動す
らしました。こういうところでの一体感こそが粋な
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　午後の部では各種活動報告がありました。財団の
奨学生や交換派遣学生やアクト代表の発表、そして
ライラ研修の報告では当クラブの高橋俊樹さんと
共にアクトで活動していた和田さんの発表がありま
した。和田さんは当時、某企業の従業員として参加
していたアクトメンバーだったそうですが、高鳥修一
議員秘書を経て現在では細田議員の秘書となってい
るそうです。堂々とした発表には微笑ましさを感じ
ました。未来への成長を感じる若手社員は、アクト
に入会させるべきだなぁ～と思いました。
　最後に、地区大会の閉会後にまさかの2次会開催
には驚きました！朝から夕方までパイプ椅子で疲労
困憊な中でも20名弱のメンバーが、更なる友情を
深める為に本寺小路に参集するとは三条ロータリー
メンバーの猛者ぶりを目の当たりにしました。三条
ロータリー万歳です！

※当日は時間の都合で発表いただけませんでした。
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安達俊明さん、　 石黒良行さん、　 柳取崇之さん、
丸山鉄兵さん
　地区大会お疲れさまでした。
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らないと大会中で一番いい挨拶をされていました。

高橋俊樹 会員
　私は、本会議午後の部プログ
ラム順にて写真含めてご報告さ
せて頂きます。
　記念講演では、新潟住みます
芸人よしもと所属、関田将人さん、
ホンマチカコさんが講演をされ
ました。

　関田将人さんは滝沢市長と幼なじみで小、中学校
を共に過ごし現在は三条市ふるさとPR大使見習いを
昨年12月に任命してもらいましたが見習いです。
　続いて活動報告です。
　ロータリー財団奨学生、竹下琴乃さんは英国、
コルチェスター、エセックス大学で人権の理論と
実践コースの修士課程に1年間留学されて来られま
した。エセックス大学では人権分野における世界的
評価の高さや実践では、人権を法律、社会、政治、
哲学など学際的に学んでこられた事で、多文化社会
において個々の権利が貶められず保証される社会の
実現に貢献したいと強い思いで日々精進するとの
お話でした。
　米山奨学生余子慶さんは2016年新潟大学の修士
課程を卒業後、日本のプラスチックリサイクル機器
を中国に販売をしていました。中国で日本の機械、
機器を使用しても日本と異なりマテリアルリサイク
ルの達成出来ない事が分かり、2021年コロナの影響
もありましたが、日本のリサイクル会社がどのよう
に発展してきたのか、日中間の比較研究をしたく
新潟大学に再入学し博士課程に進学しています。
　青少年交換短期派遣学生の大竹萌琴さんは一カ月
間ドイツの古い町並みや歴史、伝統衣装など着せて
もらいましたが、一番の思い出はただ美味しい物を
一杯食べて肥えて帰ってきました。
　青少年交換長期受入学生Mina Sophie Steinstraesser
さんは敬和学園留学されております。ドイツから
来られておりドイツの紹介がメインでした。
　インターアクト地区代表松澤丈太朗さんは東京
学館新潟高等学校に在籍されております。
　コロナ下、活動制限がある中頑張って楽しんで
活動をしていると感じました。コロナの制限が緩和
された今後は、地区内で留まらず地区外のインター
アクト同士の交流や活動を取り入れられる環境が
あればと思います。
　ローターアクト地区代表星野洸太さんは長岡東
ローターアクトクラブ会員です。地区アクターが57
名と大分少なく驚倒しまた。活動内容も規模縮小や
存続すらしてない活動も多々あるのではないかと
受けました。

　ライラ研修生和田慎太郎さんです。和田君とは
数年アクト活動を行い東山年度の地区大会に、私と
活動報告を行いライラ研修報告は今回で2回目です。
一等宝くじを当たるくらい奇跡に近い強運の持ち
主でした。数十年経ってもあの時と変わらず話が
出来る友がいる事が幸せな時間でした。
　また、ローターアクト卒業生が数人おり懐かしい
時間を共有できた素敵な一日になりました。報告を
終わります。ありがとうございました。

嘉瀬一洋 会員
　地区大会に初めて参加させて頂きました。地場産
センターでの懇親会には約700名のロータリアンが
参加ということで、地場産センターがテーブルで埋
まるとは圧巻でした！あの会場で朝から夕方まで、
それもパイプ椅子でランチも懇親会も同一会場にて
一気通貫で行うというメンバーのパワフルさには
本当に驚きました。諸先輩のみなさま、本当にお疲
れ様でした。
　映像で紹介された国際ロータリー・マッキナリー
RI会長のパステルカラーの煌びやかなネクタイは、
参加された地区役員の方達も統一されていていて
気持ち良いものでした。更に会長代理で参加された
福原さんの蝶ネクタイも同じ柄であった事は感動す
らしました。こういうところでの一体感こそが粋な
計らいだと感心しました。
　午後の部では各種活動報告がありました。財団の
奨学生や交換派遣学生やアクト代表の発表、そして
ライラ研修の報告では当クラブの高橋俊樹さんと
共にアクトで活動していた和田さんの発表がありま
した。和田さんは当時、某企業の従業員として参加
していたアクトメンバーだったそうですが、高鳥修一
議員秘書を経て現在では細田議員の秘書となってい
るそうです。堂々とした発表には微笑ましさを感じ
ました。未来への成長を感じる若手社員は、アクト
に入会させるべきだなぁ～と思いました。
　最後に、地区大会の閉会後にまさかの2次会開催
には驚きました！朝から夕方までパイプ椅子で疲労
困憊な中でも20名弱のメンバーが、更なる友情を
深める為に本寺小路に参集するとは三条ロータリー
メンバーの猛者ぶりを目の当たりにしました。三条
ロータリー万歳です！

※当日は時間の都合で発表いただけませんでした。
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2022-23年度 表彰

■地区功労者特別表彰　（地区役員 [委員長以上 ]経験者で貢献された物故会員）
　故 中村　信一 会員　（2018-19年度 地区大会記念親睦ゴルフ大会実行委員長）

■ガバナー賞
　ロータリー米山記念奨学会寄付　個人表彰
　（2022-23年度ロータリー米山記念奨学会への
　 業績が大きく、注目に値するロータリアン）
　小越　憲泰 会員

■長寿ロータリアン表彰
　（年齢85歳以上かつ在籍20年以上の方）
　44年　五十嵐晋三 会員
　44年　石橋　育於 会員

■永年在籍ロータリアン表彰（在籍40年以上の方）
　44年　五十嵐晋三 会員
　44年　石橋　育於 会員
　41年　斎藤　弘文 会員

■永年出席 100％ロータリアン表彰 40回（100％出席が通算40回以上の方）
　40回　五十嵐晋三 会員

■永年出席 100％ロータリアン表彰 30回（100％出席が通算30回以上の方）
　34回　斎藤　弘文 会員
　31回　石橋　育於 会員
　31回　丸山　行彦 会員

地区大会記念チャリティーゴルフ大会　表彰

■150 位・飛賞
　渡辺　良一 会員

■222 位・ゾロ目賞、紫陽花コースNP賞
　小林　吾郎 会員

■団体戦クラブ順位　16位



会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　会長挨拶を申し上げます。
　先週私は福岡へ行ってまいりました。
博多で観光したり懇親会をしたりと楽し
い旅をしてきたのですが、博多は3回目に
して初めて下関まで渡りフグを食して
きました。その地の近くに壇ノ浦があり
まして、そこへ足を運んだわけです。
　今年のロータリー親睦旅行は源氏の

栄華を誇った鎌倉へ行き、その歴史に浸ったわけですが、
今度は平家の最後の地で、想いを巡らすこととなりました。
改めて、歴史の地を実体験するとテレビで見ているだけでは
感じられない雰囲気を感じることができるのだと思いま
した。これを機に平家物語も読み返してみたいと思います。
　また、実体験ということでは先週ある歌手のコンサートに
訪れる機会をいただきました。
　実はその歌手のことは認識不足であまり詳しく存じ上げ
なかったので、会場に着くまではちょっと寂しい会になるの
ではないかと思っていたのですが、会場に着くや否やそれが
全くの間違えであると思い知らされる行列ができていま
した。すごい人気歌手なのだと自分に恥じ入りました。

そして、最後まで楽しませていただける演出や、
歌唱力で、これも体験してみなければ知りえない
ことでした。
　様々な事柄に、実体験をする大切さを再認識する
数日間でした。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎米山ガバナー事務所より
 「地区大会ご出席の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月16日（木）19：30～
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　寒さが深くなってきましたが、まだ例年よりは
あたたかいのだそうです。元気で例会に参加いた
だきありがとうございます。
渡辺良一さん
　いよいよ、次年度の役員、理事候補者の発表に
なりました。皆様よろしくお願い致します。

　「地区大会報告」よろしくお願いします。
荻根澤隆雄さん
　この度の第2560地区の地区大会では親睦会に於いて
佐藤ひらりさんのコンサートに感動致しました。
良かったです！
斎藤弘文さん
　岩手県盛岡市に行き、盛岡レーメンを食べてきま
した。

渋谷政道さん
　先日はあられが降り、段々冬に近づいてきまし
たね。
　地区大会報告のみなさま、振り返り報告楽しみに
しています。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。地場産センターでの
交流会は圧巻でした。
小林吾郎さん
　先週葉山沖であま鯛を釣ってきました。うまかった！
杉山幸英さん
　地区大会参加させて頂きました。
中村友昭さん
　11月5日（日）地区大会お疲れ様でした。
佐藤ひらりさんの歌声に癒されました。
中林順一さん
　雨降りの日が多くなり園芸作業が出来なくて、
やきもきしています。
小越憲泰さん
　今日は久しぶりに小春日和になりました。
相場弘介さん
　今日もよろしくお願いします。
野水靖之さん、　 歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、
野崎喜一郎さん、 丸山行彦さん、　 松永一義さん、
高橋　司さん、　 関川　博さん、　 渡部　宏さん、
早川滝徳さん、　 高橋俊樹さん、　 石橋育於さん、
安達俊明さん、　 石黒良行さん、　 柳取崇之さん、
丸山鉄兵さん
　地区大会お疲れさまでした。
本日のご報告よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　11月15日分　￥    28,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  546,000

「地区大会報告」
吉井直樹 会長

　地区大会第1日目を中心に報告
させていただきます。
　まず初めに大勢の皆様に参加
いただけたことをお礼申し上げ
ます。
　初日は毎回恒例の地区指導者
育成セミナーと称して開催され、

RI会長代理の東京銀座RCの福原様よりマッキナリー
RI会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」に込め
られた想いや活動、ロータリアンの奉仕活動の実態
についてお話を頂きました。
　次いで、地区の各委員長より活動報告があり、
前年度収支報告、監査、承認と進み、最近恒例の財団、
米山奨学の講演会を拝聴しました。
　夕方よりRI会長代理夫妻を囲んでの晩餐会が催
されました。
　この1日目は基本、会長幹事のみの出席ですので、
経験できるのは少ない機会ですので、貴重な体験
です。
　何より、5年前に三条で行われた地区大会の準備
をしていたことを思い出し、裏方の色々な事象を
走馬灯のように思い返していました。

落合孝夫 会員
　11月４日、５日と新潟県全域を
エリアとする国際ロータリー
2560地区、54クラブ、米山忠俊
ガバナー年間最大行事となる地区
大会が三条北クラブ主幹のもと、
来賓含め700名近くが参集し、
開催されました。

　三条クラブからは、33名及び滝沢市長が参加され
ました。
　三条市での地区大会の開催は過去に、三条クラブ
の藤田説量ガバナー、三条北クラブの中條耕二ガバ
ナー、三条南クラブの馬塲信彦ガバナー、そして
三条クラブの川瀬康裕ガバナーの4回開催されて
おり、2018年以来5年ぶりの開催となりました。
　歓迎の挨拶で金子太一郎実行委員長は、大会会場
が「燕三条工場の祭典」や「燕三条ものづくりメッセ」
の会場として盛り上がった事や河井継之助も通った
「八十里越」の開通が3年後に迫っている事、ブラ
タモリで燕三条地区が取り上げられた事を話されて、
参加者を歓迎されていました。

　米山ガバナーは挨拶の中で、国際ロータリーの
ゴードン・マッキナリー会長が「世界に希望を生み
出そう」をテーマとし、世界各地の紛争を非常に
心配しているとした上で、平和の実現には大きな
勇気が必要。日本にいると平和を考えるという機会
が少ないかもしれない。平和とは飢餓などの苦しみ
や貧困などを恐れることのない状態であり、思想や
選択の自由でもある。さらに安心できる未来であり、
安定した社会とも言える。抽象的には幸福感や心の
平穏とも言える。ロータリーは保健衛生や食糧支援
などの基本的ニーズにも応えており、友情を育むと
いう心のニーズにも応えられる。国際間の交流に
より、寛容な心を育むこともできる。「世界に希望を
生み出そう」というテーマは、私たちロータリアン
の重要な使命を意味する。希望を共有することは、
平和な世界への第一歩だと話され、2560地区の今年
度のテーマは「ロータリーの心で友情を深めよう」
であるとお話されました。
　地区大会の目的は何かと考えたときに、会長の
指針を聞き、1年間の方向性を確認する事と、県内
全域のロータリアンとの交流、親睦を深めることな
のだろうと考えておりましたが、正直、会長のご挨
拶を聞いても「そうか、今年はこういう事がテーマ
なんだ」と感じ取れることは少なく、抽象的な印象
を持ちました。会員同士の交流も県内他クラブ所属
のJC時代の知り合い数名の方と話は出来たものの、
挨拶程度で交流というほどではありませんでした。
　地区大会の本当の目的は、大会を運営する開催
クラブ内の士気向上、結束を高める事にあるのかな
と感じました。三条北クラブのメンバーの方々は、
相当な準備を重ね行き届かない面はあったにせよ、
いきいきとしておられました。我々も5年前は他から
こう見えていたんだろうと思いますが、クラブ内に
この一体感、連帯感をもたらす事こそが、地区大会
を主催するクラブの目的なのだろうと感じました。
　その後、RI会長代理の東京銀座クラブの福原様に
よる会長のメッセージの発表、大会委員会報告、
各種表彰で午前の部が終わりました。
　途中、来賓として当クラブ会員、滝沢市長もご挨拶
され、TBSテレビ番組「東大王」で、移住おすすめ
ランキング全国1,750市町村で第7位になった事や、
来春県央基幹病院が開院すること、三条市立大学の
入試倍率が前期4倍、後期30倍と全国から入学者が
きていることなど、三条市をPRされ、ロータリアン
所属企業をはじめ各企業の皆さんが地域を良くしたい
と取り組んでいる熱意は、私たち行政も日々感じて
いるところであり、行政もさらに頑張らなくてはな
らないと大会中で一番いい挨拶をされていました。

高橋俊樹 会員
　私は、本会議午後の部プログ
ラム順にて写真含めてご報告さ
せて頂きます。
　記念講演では、新潟住みます
芸人よしもと所属、関田将人さん、
ホンマチカコさんが講演をされ
ました。

　関田将人さんは滝沢市長と幼なじみで小、中学校
を共に過ごし現在は三条市ふるさとPR大使見習いを
昨年12月に任命してもらいましたが見習いです。
　続いて活動報告です。
　ロータリー財団奨学生、竹下琴乃さんは英国、
コルチェスター、エセックス大学で人権の理論と
実践コースの修士課程に1年間留学されて来られま
した。エセックス大学では人権分野における世界的
評価の高さや実践では、人権を法律、社会、政治、
哲学など学際的に学んでこられた事で、多文化社会
において個々の権利が貶められず保証される社会の
実現に貢献したいと強い思いで日々精進するとの
お話でした。
　米山奨学生余子慶さんは2016年新潟大学の修士
課程を卒業後、日本のプラスチックリサイクル機器
を中国に販売をしていました。中国で日本の機械、
機器を使用しても日本と異なりマテリアルリサイク
ルの達成出来ない事が分かり、2021年コロナの影響
もありましたが、日本のリサイクル会社がどのよう
に発展してきたのか、日中間の比較研究をしたく
新潟大学に再入学し博士課程に進学しています。
　青少年交換短期派遣学生の大竹萌琴さんは一カ月
間ドイツの古い町並みや歴史、伝統衣装など着せて
もらいましたが、一番の思い出はただ美味しい物を
一杯食べて肥えて帰ってきました。
　青少年交換長期受入学生Mina Sophie Steinstraesser
さんは敬和学園留学されております。ドイツから
来られておりドイツの紹介がメインでした。
　インターアクト地区代表松澤丈太朗さんは東京
学館新潟高等学校に在籍されております。
　コロナ下、活動制限がある中頑張って楽しんで
活動をしていると感じました。コロナの制限が緩和
された今後は、地区内で留まらず地区外のインター
アクト同士の交流や活動を取り入れられる環境が
あればと思います。
　ローターアクト地区代表星野洸太さんは長岡東
ローターアクトクラブ会員です。地区アクターが57
名と大分少なく驚倒しまた。活動内容も規模縮小や
存続すらしてない活動も多々あるのではないかと
受けました。

　ライラ研修生和田慎太郎さんです。和田君とは
数年アクト活動を行い東山年度の地区大会に、私と
活動報告を行いライラ研修報告は今回で2回目です。
一等宝くじを当たるくらい奇跡に近い強運の持ち
主でした。数十年経ってもあの時と変わらず話が
出来る友がいる事が幸せな時間でした。
　また、ローターアクト卒業生が数人おり懐かしい
時間を共有できた素敵な一日になりました。報告を
終わります。ありがとうございました。

嘉瀬一洋 会員
　地区大会に初めて参加させて頂きました。地場産
センターでの懇親会には約700名のロータリアンが
参加ということで、地場産センターがテーブルで埋
まるとは圧巻でした！あの会場で朝から夕方まで、
それもパイプ椅子でランチも懇親会も同一会場にて
一気通貫で行うというメンバーのパワフルさには
本当に驚きました。諸先輩のみなさま、本当にお疲
れ様でした。
　映像で紹介された国際ロータリー・マッキナリー
RI会長のパステルカラーの煌びやかなネクタイは、
参加された地区役員の方達も統一されていていて
気持ち良いものでした。更に会長代理で参加された
福原さんの蝶ネクタイも同じ柄であった事は感動す
らしました。こういうところでの一体感こそが粋な
計らいだと感心しました。
　午後の部では各種活動報告がありました。財団の
奨学生や交換派遣学生やアクト代表の発表、そして
ライラ研修の報告では当クラブの高橋俊樹さんと
共にアクトで活動していた和田さんの発表がありま
した。和田さんは当時、某企業の従業員として参加
していたアクトメンバーだったそうですが、高鳥修一
議員秘書を経て現在では細田議員の秘書となってい
るそうです。堂々とした発表には微笑ましさを感じ
ました。未来への成長を感じる若手社員は、アクト
に入会させるべきだなぁ～と思いました。
　最後に、地区大会の閉会後にまさかの2次会開催
には驚きました！朝から夕方までパイプ椅子で疲労
困憊な中でも20名弱のメンバーが、更なる友情を
深める為に本寺小路に参集するとは三条ロータリー
メンバーの猛者ぶりを目の当たりにしました。三条
ロータリー万歳です！

※当日は時間の都合で発表いただけませんでした。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　会長挨拶を申し上げます。
　先週私は福岡へ行ってまいりました。
博多で観光したり懇親会をしたりと楽し
い旅をしてきたのですが、博多は3回目に
して初めて下関まで渡りフグを食して
きました。その地の近くに壇ノ浦があり
まして、そこへ足を運んだわけです。
　今年のロータリー親睦旅行は源氏の

栄華を誇った鎌倉へ行き、その歴史に浸ったわけですが、
今度は平家の最後の地で、想いを巡らすこととなりました。
改めて、歴史の地を実体験するとテレビで見ているだけでは
感じられない雰囲気を感じることができるのだと思いま
した。これを機に平家物語も読み返してみたいと思います。
　また、実体験ということでは先週ある歌手のコンサートに
訪れる機会をいただきました。
　実はその歌手のことは認識不足であまり詳しく存じ上げ
なかったので、会場に着くまではちょっと寂しい会になるの
ではないかと思っていたのですが、会場に着くや否やそれが
全くの間違えであると思い知らされる行列ができていま
した。すごい人気歌手なのだと自分に恥じ入りました。

そして、最後まで楽しませていただける演出や、
歌唱力で、これも体験してみなければ知りえない
ことでした。
　様々な事柄に、実体験をする大切さを再認識する
数日間でした。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎米山ガバナー事務所より
 「地区大会ご出席の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月16日（木）19：30～
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　寒さが深くなってきましたが、まだ例年よりは
あたたかいのだそうです。元気で例会に参加いた
だきありがとうございます。
渡辺良一さん
　いよいよ、次年度の役員、理事候補者の発表に
なりました。皆様よろしくお願い致します。

　「地区大会報告」よろしくお願いします。
荻根澤隆雄さん
　この度の第2560地区の地区大会では親睦会に於いて
佐藤ひらりさんのコンサートに感動致しました。
良かったです！
斎藤弘文さん
　岩手県盛岡市に行き、盛岡レーメンを食べてきま
した。

渋谷政道さん
　先日はあられが降り、段々冬に近づいてきまし
たね。
　地区大会報告のみなさま、振り返り報告楽しみに
しています。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。地場産センターでの
交流会は圧巻でした。
小林吾郎さん
　先週葉山沖であま鯛を釣ってきました。うまかった！
杉山幸英さん
　地区大会参加させて頂きました。
中村友昭さん
　11月5日（日）地区大会お疲れ様でした。
佐藤ひらりさんの歌声に癒されました。
中林順一さん
　雨降りの日が多くなり園芸作業が出来なくて、
やきもきしています。
小越憲泰さん
　今日は久しぶりに小春日和になりました。
相場弘介さん
　今日もよろしくお願いします。
野水靖之さん、　 歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、
野崎喜一郎さん、 丸山行彦さん、　 松永一義さん、
高橋　司さん、　 関川　博さん、　 渡部　宏さん、
早川滝徳さん、　 高橋俊樹さん、　 石橋育於さん、
安達俊明さん、　 石黒良行さん、　 柳取崇之さん、
丸山鉄兵さん
　地区大会お疲れさまでした。
本日のご報告よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　11月15日分　￥    28,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  546,000

「地区大会報告」
吉井直樹 会長

　地区大会第1日目を中心に報告
させていただきます。
　まず初めに大勢の皆様に参加
いただけたことをお礼申し上げ
ます。
　初日は毎回恒例の地区指導者
育成セミナーと称して開催され、

RI会長代理の東京銀座RCの福原様よりマッキナリー
RI会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」に込め
られた想いや活動、ロータリアンの奉仕活動の実態
についてお話を頂きました。
　次いで、地区の各委員長より活動報告があり、
前年度収支報告、監査、承認と進み、最近恒例の財団、
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らないと大会中で一番いい挨拶をされていました。
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せて頂きます。
　記念講演では、新潟住みます
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学館新潟高等学校に在籍されております。
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RI会長代理の東京銀座RCの福原様よりマッキナリー
RI会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」に込め
られた想いや活動、ロータリアンの奉仕活動の実態
についてお話を頂きました。
　次いで、地区の各委員長より活動報告があり、
前年度収支報告、監査、承認と進み、最近恒例の財団、
米山奨学の講演会を拝聴しました。
　夕方よりRI会長代理夫妻を囲んでの晩餐会が催
されました。
　この1日目は基本、会長幹事のみの出席ですので、
経験できるのは少ない機会ですので、貴重な体験
です。
　何より、5年前に三条で行われた地区大会の準備
をしていたことを思い出し、裏方の色々な事象を
走馬灯のように思い返していました。

落合孝夫 会員
　11月４日、５日と新潟県全域を
エリアとする国際ロータリー
2560地区、54クラブ、米山忠俊
ガバナー年間最大行事となる地区
大会が三条北クラブ主幹のもと、
来賓含め700名近くが参集し、
開催されました。

　三条クラブからは、33名及び滝沢市長が参加され
ました。
　三条市での地区大会の開催は過去に、三条クラブ
の藤田説量ガバナー、三条北クラブの中條耕二ガバ
ナー、三条南クラブの馬塲信彦ガバナー、そして
三条クラブの川瀬康裕ガバナーの4回開催されて
おり、2018年以来5年ぶりの開催となりました。
　歓迎の挨拶で金子太一郎実行委員長は、大会会場
が「燕三条工場の祭典」や「燕三条ものづくりメッセ」
の会場として盛り上がった事や河井継之助も通った
「八十里越」の開通が3年後に迫っている事、ブラ
タモリで燕三条地区が取り上げられた事を話されて、
参加者を歓迎されていました。

　米山ガバナーは挨拶の中で、国際ロータリーの
ゴードン・マッキナリー会長が「世界に希望を生み
出そう」をテーマとし、世界各地の紛争を非常に
心配しているとした上で、平和の実現には大きな
勇気が必要。日本にいると平和を考えるという機会
が少ないかもしれない。平和とは飢餓などの苦しみ
や貧困などを恐れることのない状態であり、思想や
選択の自由でもある。さらに安心できる未来であり、
安定した社会とも言える。抽象的には幸福感や心の
平穏とも言える。ロータリーは保健衛生や食糧支援
などの基本的ニーズにも応えており、友情を育むと
いう心のニーズにも応えられる。国際間の交流に
より、寛容な心を育むこともできる。「世界に希望を
生み出そう」というテーマは、私たちロータリアン
の重要な使命を意味する。希望を共有することは、
平和な世界への第一歩だと話され、2560地区の今年
度のテーマは「ロータリーの心で友情を深めよう」
であるとお話されました。
　地区大会の目的は何かと考えたときに、会長の
指針を聞き、1年間の方向性を確認する事と、県内
全域のロータリアンとの交流、親睦を深めることな
のだろうと考えておりましたが、正直、会長のご挨
拶を聞いても「そうか、今年はこういう事がテーマ
なんだ」と感じ取れることは少なく、抽象的な印象
を持ちました。会員同士の交流も県内他クラブ所属
のJC時代の知り合い数名の方と話は出来たものの、
挨拶程度で交流というほどではありませんでした。
　地区大会の本当の目的は、大会を運営する開催
クラブ内の士気向上、結束を高める事にあるのかな
と感じました。三条北クラブのメンバーの方々は、
相当な準備を重ね行き届かない面はあったにせよ、
いきいきとしておられました。我々も5年前は他から
こう見えていたんだろうと思いますが、クラブ内に
この一体感、連帯感をもたらす事こそが、地区大会
を主催するクラブの目的なのだろうと感じました。
　その後、RI会長代理の東京銀座クラブの福原様に
よる会長のメッセージの発表、大会委員会報告、
各種表彰で午前の部が終わりました。
　途中、来賓として当クラブ会員、滝沢市長もご挨拶
され、TBSテレビ番組「東大王」で、移住おすすめ
ランキング全国1,750市町村で第7位になった事や、
来春県央基幹病院が開院すること、三条市立大学の
入試倍率が前期4倍、後期30倍と全国から入学者が
きていることなど、三条市をPRされ、ロータリアン
所属企業をはじめ各企業の皆さんが地域を良くしたい
と取り組んでいる熱意は、私たち行政も日々感じて
いるところであり、行政もさらに頑張らなくてはな
らないと大会中で一番いい挨拶をされていました。

高橋俊樹 会員
　私は、本会議午後の部プログ
ラム順にて写真含めてご報告さ
せて頂きます。
　記念講演では、新潟住みます
芸人よしもと所属、関田将人さん、
ホンマチカコさんが講演をされ
ました。

　関田将人さんは滝沢市長と幼なじみで小、中学校
を共に過ごし現在は三条市ふるさとPR大使見習いを
昨年12月に任命してもらいましたが見習いです。
　続いて活動報告です。
　ロータリー財団奨学生、竹下琴乃さんは英国、
コルチェスター、エセックス大学で人権の理論と
実践コースの修士課程に1年間留学されて来られま
した。エセックス大学では人権分野における世界的
評価の高さや実践では、人権を法律、社会、政治、
哲学など学際的に学んでこられた事で、多文化社会
において個々の権利が貶められず保証される社会の
実現に貢献したいと強い思いで日々精進するとの
お話でした。
　米山奨学生余子慶さんは2016年新潟大学の修士
課程を卒業後、日本のプラスチックリサイクル機器
を中国に販売をしていました。中国で日本の機械、
機器を使用しても日本と異なりマテリアルリサイク
ルの達成出来ない事が分かり、2021年コロナの影響
もありましたが、日本のリサイクル会社がどのよう
に発展してきたのか、日中間の比較研究をしたく
新潟大学に再入学し博士課程に進学しています。
　青少年交換短期派遣学生の大竹萌琴さんは一カ月
間ドイツの古い町並みや歴史、伝統衣装など着せて
もらいましたが、一番の思い出はただ美味しい物を
一杯食べて肥えて帰ってきました。
　青少年交換長期受入学生Mina Sophie Steinstraesser
さんは敬和学園留学されております。ドイツから
来られておりドイツの紹介がメインでした。
　インターアクト地区代表松澤丈太朗さんは東京
学館新潟高等学校に在籍されております。
　コロナ下、活動制限がある中頑張って楽しんで
活動をしていると感じました。コロナの制限が緩和
された今後は、地区内で留まらず地区外のインター
アクト同士の交流や活動を取り入れられる環境が
あればと思います。
　ローターアクト地区代表星野洸太さんは長岡東
ローターアクトクラブ会員です。地区アクターが57
名と大分少なく驚倒しまた。活動内容も規模縮小や
存続すらしてない活動も多々あるのではないかと
受けました。

　ライラ研修生和田慎太郎さんです。和田君とは
数年アクト活動を行い東山年度の地区大会に、私と
活動報告を行いライラ研修報告は今回で2回目です。
一等宝くじを当たるくらい奇跡に近い強運の持ち
主でした。数十年経ってもあの時と変わらず話が
出来る友がいる事が幸せな時間でした。
　また、ローターアクト卒業生が数人おり懐かしい
時間を共有できた素敵な一日になりました。報告を
終わります。ありがとうございました。

嘉瀬一洋 会員
　地区大会に初めて参加させて頂きました。地場産
センターでの懇親会には約700名のロータリアンが
参加ということで、地場産センターがテーブルで埋
まるとは圧巻でした！あの会場で朝から夕方まで、
それもパイプ椅子でランチも懇親会も同一会場にて
一気通貫で行うというメンバーのパワフルさには
本当に驚きました。諸先輩のみなさま、本当にお疲
れ様でした。
　映像で紹介された国際ロータリー・マッキナリー
RI会長のパステルカラーの煌びやかなネクタイは、
参加された地区役員の方達も統一されていていて
気持ち良いものでした。更に会長代理で参加された
福原さんの蝶ネクタイも同じ柄であった事は感動す
らしました。こういうところでの一体感こそが粋な
計らいだと感心しました。
　午後の部では各種活動報告がありました。財団の
奨学生や交換派遣学生やアクト代表の発表、そして
ライラ研修の報告では当クラブの高橋俊樹さんと
共にアクトで活動していた和田さんの発表がありま
した。和田さんは当時、某企業の従業員として参加
していたアクトメンバーだったそうですが、高鳥修一
議員秘書を経て現在では細田議員の秘書となってい
るそうです。堂々とした発表には微笑ましさを感じ
ました。未来への成長を感じる若手社員は、アクト
に入会させるべきだなぁ～と思いました。
　最後に、地区大会の閉会後にまさかの2次会開催
には驚きました！朝から夕方までパイプ椅子で疲労
困憊な中でも20名弱のメンバーが、更なる友情を
深める為に本寺小路に参集するとは三条ロータリー
メンバーの猛者ぶりを目の当たりにしました。三条
ロータリー万歳です！

※当日は時間の都合で発表いただけませんでした。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　会長挨拶を申し上げます。
　先週私は福岡へ行ってまいりました。
博多で観光したり懇親会をしたりと楽し
い旅をしてきたのですが、博多は3回目に
して初めて下関まで渡りフグを食して
きました。その地の近くに壇ノ浦があり
まして、そこへ足を運んだわけです。
　今年のロータリー親睦旅行は源氏の

栄華を誇った鎌倉へ行き、その歴史に浸ったわけですが、
今度は平家の最後の地で、想いを巡らすこととなりました。
改めて、歴史の地を実体験するとテレビで見ているだけでは
感じられない雰囲気を感じることができるのだと思いま
した。これを機に平家物語も読み返してみたいと思います。
　また、実体験ということでは先週ある歌手のコンサートに
訪れる機会をいただきました。
　実はその歌手のことは認識不足であまり詳しく存じ上げ
なかったので、会場に着くまではちょっと寂しい会になるの
ではないかと思っていたのですが、会場に着くや否やそれが
全くの間違えであると思い知らされる行列ができていま
した。すごい人気歌手なのだと自分に恥じ入りました。

そして、最後まで楽しませていただける演出や、
歌唱力で、これも体験してみなければ知りえない
ことでした。
　様々な事柄に、実体験をする大切さを再認識する
数日間でした。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎米山ガバナー事務所より
 「地区大会ご出席の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月16日（木）19：30～
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　寒さが深くなってきましたが、まだ例年よりは
あたたかいのだそうです。元気で例会に参加いた
だきありがとうございます。
渡辺良一さん
　いよいよ、次年度の役員、理事候補者の発表に
なりました。皆様よろしくお願い致します。

　「地区大会報告」よろしくお願いします。
荻根澤隆雄さん
　この度の第2560地区の地区大会では親睦会に於いて
佐藤ひらりさんのコンサートに感動致しました。
良かったです！
斎藤弘文さん
　岩手県盛岡市に行き、盛岡レーメンを食べてきま
した。

渋谷政道さん
　先日はあられが降り、段々冬に近づいてきまし
たね。
　地区大会報告のみなさま、振り返り報告楽しみに
しています。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。地場産センターでの
交流会は圧巻でした。
小林吾郎さん
　先週葉山沖であま鯛を釣ってきました。うまかった！
杉山幸英さん
　地区大会参加させて頂きました。
中村友昭さん
　11月5日（日）地区大会お疲れ様でした。
佐藤ひらりさんの歌声に癒されました。
中林順一さん
　雨降りの日が多くなり園芸作業が出来なくて、
やきもきしています。
小越憲泰さん
　今日は久しぶりに小春日和になりました。
相場弘介さん
　今日もよろしくお願いします。
野水靖之さん、　 歸山　肇さん、　 落合孝夫さん、
野崎喜一郎さん、 丸山行彦さん、　 松永一義さん、
高橋　司さん、　 関川　博さん、　 渡部　宏さん、
早川滝徳さん、　 高橋俊樹さん、　 石橋育於さん、
安達俊明さん、　 石黒良行さん、　 柳取崇之さん、
丸山鉄兵さん
　地区大会お疲れさまでした。
本日のご報告よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　11月15日分　￥    28,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  546,000
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　夕方よりRI会長代理夫妻を囲んでの晩餐会が催
されました。
　この1日目は基本、会長幹事のみの出席ですので、
経験できるのは少ない機会ですので、貴重な体験
です。
　何より、5年前に三条で行われた地区大会の準備
をしていたことを思い出し、裏方の色々な事象を
走馬灯のように思い返していました。

落合孝夫 会員
　11月４日、５日と新潟県全域を
エリアとする国際ロータリー
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せて頂きます。
　記念講演では、新潟住みます
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実践コースの修士課程に1年間留学されて来られま
した。エセックス大学では人権分野における世界的
評価の高さや実践では、人権を法律、社会、政治、
哲学など学際的に学んでこられた事で、多文化社会
において個々の権利が貶められず保証される社会の
実現に貢献したいと強い思いで日々精進するとの
お話でした。
　米山奨学生余子慶さんは2016年新潟大学の修士
課程を卒業後、日本のプラスチックリサイクル機器
を中国に販売をしていました。中国で日本の機械、
機器を使用しても日本と異なりマテリアルリサイク
ルの達成出来ない事が分かり、2021年コロナの影響
もありましたが、日本のリサイクル会社がどのよう
に発展してきたのか、日中間の比較研究をしたく
新潟大学に再入学し博士課程に進学しています。
　青少年交換短期派遣学生の大竹萌琴さんは一カ月
間ドイツの古い町並みや歴史、伝統衣装など着せて
もらいましたが、一番の思い出はただ美味しい物を
一杯食べて肥えて帰ってきました。
　青少年交換長期受入学生Mina Sophie Steinstraesser
さんは敬和学園留学されております。ドイツから
来られておりドイツの紹介がメインでした。
　インターアクト地区代表松澤丈太朗さんは東京
学館新潟高等学校に在籍されております。
　コロナ下、活動制限がある中頑張って楽しんで
活動をしていると感じました。コロナの制限が緩和
された今後は、地区内で留まらず地区外のインター
アクト同士の交流や活動を取り入れられる環境が
あればと思います。
　ローターアクト地区代表星野洸太さんは長岡東
ローターアクトクラブ会員です。地区アクターが57
名と大分少なく驚倒しまた。活動内容も規模縮小や
存続すらしてない活動も多々あるのではないかと
受けました。

　ライラ研修生和田慎太郎さんです。和田君とは
数年アクト活動を行い東山年度の地区大会に、私と
活動報告を行いライラ研修報告は今回で2回目です。
一等宝くじを当たるくらい奇跡に近い強運の持ち
主でした。数十年経ってもあの時と変わらず話が
出来る友がいる事が幸せな時間でした。
　また、ローターアクト卒業生が数人おり懐かしい
時間を共有できた素敵な一日になりました。報告を
終わります。ありがとうございました。

嘉瀬一洋 会員
　地区大会に初めて参加させて頂きました。地場産
センターでの懇親会には約700名のロータリアンが
参加ということで、地場産センターがテーブルで埋
まるとは圧巻でした！あの会場で朝から夕方まで、
それもパイプ椅子でランチも懇親会も同一会場にて
一気通貫で行うというメンバーのパワフルさには
本当に驚きました。諸先輩のみなさま、本当にお疲
れ様でした。
　映像で紹介された国際ロータリー・マッキナリー
RI会長のパステルカラーの煌びやかなネクタイは、
参加された地区役員の方達も統一されていていて
気持ち良いものでした。更に会長代理で参加された
福原さんの蝶ネクタイも同じ柄であった事は感動す
らしました。こういうところでの一体感こそが粋な
計らいだと感心しました。
　午後の部では各種活動報告がありました。財団の
奨学生や交換派遣学生やアクト代表の発表、そして
ライラ研修の報告では当クラブの高橋俊樹さんと
共にアクトで活動していた和田さんの発表がありま
した。和田さんは当時、某企業の従業員として参加
していたアクトメンバーだったそうですが、高鳥修一
議員秘書を経て現在では細田議員の秘書となってい
るそうです。堂々とした発表には微笑ましさを感じ
ました。未来への成長を感じる若手社員は、アクト
に入会させるべきだなぁ～と思いました。
　最後に、地区大会の閉会後にまさかの2次会開催
には驚きました！朝から夕方までパイプ椅子で疲労
困憊な中でも20名弱のメンバーが、更なる友情を
深める為に本寺小路に参集するとは三条ロータリー
メンバーの猛者ぶりを目の当たりにしました。三条
ロータリー万歳です！

※当日は時間の都合で発表いただけませんでした。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　吉井直樹 会長 
　会長挨拶を申し上げます。
　先週私は福岡へ行ってまいりました。
博多で観光したり懇親会をしたりと楽し
い旅をしてきたのですが、博多は3回目に
して初めて下関まで渡りフグを食して
きました。その地の近くに壇ノ浦があり
まして、そこへ足を運んだわけです。
　今年のロータリー親睦旅行は源氏の

栄華を誇った鎌倉へ行き、その歴史に浸ったわけですが、
今度は平家の最後の地で、想いを巡らすこととなりました。
改めて、歴史の地を実体験するとテレビで見ているだけでは
感じられない雰囲気を感じることができるのだと思いま
した。これを機に平家物語も読み返してみたいと思います。
　また、実体験ということでは先週ある歌手のコンサートに
訪れる機会をいただきました。
　実はその歌手のことは認識不足であまり詳しく存じ上げ
なかったので、会場に着くまではちょっと寂しい会になるの
ではないかと思っていたのですが、会場に着くや否やそれが
全くの間違えであると思い知らされる行列ができていま
した。すごい人気歌手なのだと自分に恥じ入りました。

そして、最後まで楽しませていただける演出や、
歌唱力で、これも体験してみなければ知りえない
ことでした。
　様々な事柄に、実体験をする大切さを再認識する
数日間でした。

幹事報告
　　　　　　 小林吾郎 幹事

◎米山ガバナー事務所より
 「地区大会ご出席の御礼」
◎三条ローターアクトクラブより
 「11月第二例会のご案内」
　　　日　時　11月16日（木）19：30～
　　　会　場　リサーチコア 4階・異業種交流室

ニコニコBOX　
吉井直樹会長
　寒さが深くなってきましたが、まだ例年よりは
あたたかいのだそうです。元気で例会に参加いた
だきありがとうございます。
渡辺良一さん
　いよいよ、次年度の役員、理事候補者の発表に
なりました。皆様よろしくお願い致します。

　「地区大会報告」よろしくお願いします。
荻根澤隆雄さん
　この度の第2560地区の地区大会では親睦会に於いて
佐藤ひらりさんのコンサートに感動致しました。
良かったです！
斎藤弘文さん
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　先日はあられが降り、段々冬に近づいてきまし
たね。
　地区大会報告のみなさま、振り返り報告楽しみに
しています。
嘉瀬一洋さん
　地区大会お疲れ様でした。地場産センターでの
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本日のご報告よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　11月15日分　￥    28,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  546,000

「地区大会報告」
吉井直樹 会長
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RI会長代理の東京銀座RCの福原様よりマッキナリー
RI会長のテーマ「世界に希望を生み出そう」に込め
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についてお話を頂きました。
　次いで、地区の各委員長より活動報告があり、
前年度収支報告、監査、承認と進み、最近恒例の財団、
米山奨学の講演会を拝聴しました。
　夕方よりRI会長代理夫妻を囲んでの晩餐会が催
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大会が三条北クラブ主幹のもと、
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高橋俊樹 会員
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来られておりドイツの紹介がメインでした。
　インターアクト地区代表松澤丈太朗さんは東京
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出来る友がいる事が幸せな時間でした。
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時間を共有できた素敵な一日になりました。報告を
終わります。ありがとうございました。
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センターでの懇親会には約700名のロータリアンが
参加ということで、地場産センターがテーブルで埋
まるとは圧巻でした！あの会場で朝から夕方まで、
それもパイプ椅子でランチも懇親会も同一会場にて
一気通貫で行うというメンバーのパワフルさには
本当に驚きました。諸先輩のみなさま、本当にお疲
れ様でした。
　映像で紹介された国際ロータリー・マッキナリー
RI会長のパステルカラーの煌びやかなネクタイは、
参加された地区役員の方達も統一されていていて
気持ち良いものでした。更に会長代理で参加された
福原さんの蝶ネクタイも同じ柄であった事は感動す
らしました。こういうところでの一体感こそが粋な
計らいだと感心しました。
　午後の部では各種活動報告がありました。財団の
奨学生や交換派遣学生やアクト代表の発表、そして
ライラ研修の報告では当クラブの高橋俊樹さんと
共にアクトで活動していた和田さんの発表がありま
した。和田さんは当時、某企業の従業員として参加
していたアクトメンバーだったそうですが、高鳥修一
議員秘書を経て現在では細田議員の秘書となってい
るそうです。堂々とした発表には微笑ましさを感じ
ました。未来への成長を感じる若手社員は、アクト
に入会させるべきだなぁ～と思いました。
　最後に、地区大会の閉会後にまさかの2次会開催
には驚きました！朝から夕方までパイプ椅子で疲労
困憊な中でも20名弱のメンバーが、更なる友情を
深める為に本寺小路に参集するとは三条ロータリー
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　　次々週例会　 12月6日　　「年次総会」　吉井直樹 会長

　　次 週 例 会　 11月29日　　「外部卓話」
 　　　　　　　　　　　　　　　　三条信用金庫　地域経済研究所
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長　渋谷恒夫 様

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

早川滝徳 親睦委員長より

クリスマス例会の
ご案内

クリスマス例会の
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